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2 )醗酵中，硫化水素は 4 つのピークを形成する周期的な増減を繰り返し，この増減は酵母の同調増殖
と関連し，出芽指標が O の時ピークとなり，出芽指標が増加するに従って減少することを明らかにし
ている。また各種醸造条件が硫化水素の消長に与える影響を検討し，従来法よりも高い醗酵温度と炭
酸ガス加圧とを組合わせて，醗酵終了時における硫化水素を低濃度に抑制することに成功している。
3 )全ピシナルージケトンの最大生成値と醗酵中の最低遊離アミノ態窒素濃度との聞に逆相関があり，
最低遊離アミノ態窒素濃度が 5rng/ 100ml以下になると全ビシナルージケトンが著しく生成すること
を見出し，最低遊離アミノ態窒素濃度は酵母増殖量と相関することから，酵母濃度を4.6X10 7 /ml以
下にすれば全ビシナルージケトンの最大値をO.8ppm以下に抑制できることを示している。
以上の成果は，ビール醸造における酵母の増殖及び醸造条件と未熟臭成分の消長との関係について多
くの基礎的知見を与えるとともに，ビール醸造に有効な管理手法を確立したもので醸造工学の分野に
寄与するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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